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	I-(4)　 食品素材の品質安定性の解明（リーダー：椎名武夫）
	目的
	研究内容
	I-(4)-1　ナノ構造化食品の保存と品質安定性（担当：清水直人）
	I-(4)-2　液体・固体粒子の物性解析とナノスケール界面・構造制御による高機能化（担当：松村康生）
	I-(4)-3　マイクロ・ナノバブル水の高精度製造と特性機構の解析（担当：椎名武夫・中村宣貴）



